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再公示：次の案件については、11 月 9 日に公示しましたが、応募がなかったため再公示いた

します。 

公示番号：160853 

国名：ソロモン 

担当：人間開発部保健第二グループ保健第三チーム 

案件名：ヘルシービレッジ推進プロジェクト（保健統計調査） 

１．担当業務、格付等 

（１）担当業務：保健統計調査  

（２）格 付：3号 

（３）業務の種類：専門家業務  

 

２．契約予定期間等 

（１）全体期間：2017年1月下旬から2017年6月上旬まで 

（２）業務M/M：国内 1.0M/M、現地 3.0 M/M、合計 4.0M/M 

（３）業務日数：準備期間   第一回現地業務期間   第一回国内作業期間  

5日        75日           10日            

第二回現地業務期間  業務整理期間 

15 日          5 日 

３．簡易プロポーザル等提出部数、期限、方法 

（１）簡易プロポーザル提出部数：１部 

（２）見積書提出部数：１部 

（３）提出期限：2016年1月11日(12時まで) 

（４）提出方法：専用アドレス (e-propo@jica.go.jp)への電子データの提出又は 

郵送(〒102-8012 東京都千代田区二番町5番地25二番町センタービル)(いず

れも提出期限時刻必着） 

提出方法等詳細については JICA ホームページ（ホーム＞JICA について＞調達情報＞調

達ガイドライン、様式＞業務実施契約（単独型）（2014 年 4 月以降契約）＞ 

業務実施契約（単独型）簡易プロポーザルの電子提出について） 

（https://www2.jica.go.jp/ja/announce/pdf/procedure.pdf）をご覧ください。なお、JICA

本部 1階調達部受付での受領は廃止しておりますので、ご持参いただいても受領致しかね

ます。ご留意ください。 

（５）評価結果の通知：提出されたプロポーザルは JICA で評価・選考の上、各プロポーザル

提出者の契約交渉順位を決定し、2017 年 1 月 24 日（火）までに個別に通知します。 

 

４．簡易プロポーザル評価項目及び配点 

（１）業務の実施方針等： 

①業務実施の基本方針  18 点 

②業務実施上のバックアップ体制等  2 点 

 

（２）業務従事者の経験能力等： 

①類似業務の経験  40 点 

②対象国又は同類似地域での業務経験  10 点 

③語学力  14 点 

④その他学位、資格等  16 点 

（計 100 点） 

 

 

https://www2.jica.go.jp/ja/announce/pdf/procedure.pdf


 

2 

類似業務 保健分野に係るサンプル調査 

対象国／類似地域 ソロモン／全途上国 

語学の種類 英語 

 

５．条件等 

（１）参加資格のない社等：なし 
（２）必要予防接種：なし 

 

６．業務の背景 

ソロモン諸島（以下、ソロモン）は、1998 年後半に勃発した民族紛争を機に、感染症対策

等の保健医療サービスの後退を余儀なくされ、マラリアの罹患率をはじめとする保健指標が

再び悪化する傾向にあった。2004 年に開発パートナーの活動が本格的に再開されて以降、マ

ラリア罹患率等の指標は改善傾向であるが、近年の生活習慣や社会環境の変化により、生活

習慣病が急激に増加しており、感染症と生活習慣病の二重の負荷を抱える新たな保健課題に

直面し、保健医療サービス省（Ministry of Health and Medical Services: MHMS）の予算を

圧迫し深刻な状況となっている。全死亡の 6 割は心血管疾患や悪性腫瘍等（生活習慣病を含

む）非感染性疾患が占めており、これまでの感染症のコントロールに加えて、深刻化する生

活習慣病への対策が喫緊の課題である。また、ソロモンの国家保健戦略の中では、地方住民

が 8 割以上を占めているため村落コミュニティに焦点をあてたヘルシービレッジモデルの開

発・導入が地域保健改善事業の主要な戦略として位置付けられている。 

ソロモン政府からの要請を受けて、JICA は 2016 年 6 月から 4年間の予定で、「ヘルシービ

レッジ推進プロジェクト（以下、本プロジェクト）」を実施している。本プロジェクトでは、

ガダルカナル州およびマキラ‐ウラワ州を対象に、マラリア、NCD（非感染性疾患）、水と衛

生、および栄養対策を基本として、村落で生活している住民の健康改善を図るために、村落

が主体となったヘルシービレッジ（住民自身、コミュニティ自身で望ましい健康状態へ導く

ための能力強化のモデル）の取り組みを国家制度として作り上げることを目的としている。

プロジェクト活動実施に際して、プロジェクトの活動の成果、目標の達成度状況をモニタリ

ングするために有用な指標、また目標値の設定のためのベースライン調査（地域住民の身体

計測、血圧、血糖計測、栄養調査、衛生環境調査、保健行動調査等）が計画されており、ベ

ースライン調査準備・実施・分析に係る技術的支援を行う保健統計調査専門家を要請した。 

 

７．業務の内容 

本業務従事者は、ソロモン国保健医療サービス省ヘルスプロモーション局、ガダルカナル

州とマキラ・ウラワ州のヘルスプロモーション課をカウンターパート（以下「C/P」）機関と

し、C/Pおよび関係者にプロジェクト対象村落におけるベースライン調査準備・実施・分析に

関する技術的指導・助言を行う。 

具体的な業務内容は以下のとおり。 

（１）国内準備期間（2017 年 1 月下旬） 

① 既存の JICA 報告書、他ドナー報告書、ソロモン政府作成の関連報告書、学術論文等

を参照し、ソロモンの現状と課題を把握する。また、これまで日本がソロモン国に

対して実施してきた保健分野の協力の概要を把握・分析する。 

② プロジェクトチーム、JICA 人間開発部及びソロモン支所と連絡・調整の上、現地に

おける業務内容（調査方法、サンプリング等）を整理する。 

③ 現地業務工程表（案）を含む業務計画書（和文）及びワークプラン（英文）を作成

し JICA 人間開発部による確認ののち提出する。併せて、ソロモン支所にもデータを

送付する。 
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（２） 第 1回現地業務期間（2017 年 2 月上旬～2017 年 4 月下旬） 

① 現地業務開始時に、JICA ソロモン支所、C/P 機関にワークプランを提出し、業務計

画の承認を得る。 

② ソロモン国保健医療サービス省ヘルスプロモーション局からベースライン調査のた

めに必要な基礎情報の収集、ヒアリングを行う。 

③ ベースライン調査を実施する対象地域において、サンプリングを行う。 

④ ベースライン調査に必要な資機材の準備と確保を行う。 

⑤ ベースライン調査実施に向けて、カウンターパート・長期専門家によって作成済み

の調査シートのプレテストを実施する。同時にプレテスト時に関係者への実施指導

を行う。 

⑥ ベースライン調査準備時、調査時において、調査員の指導と調査実施マネジメント

を行う。調査員は保健省、州保健事務所、ヘルスセンターの保健医療従事者を想定。 

⑦ 収集データの入力作業の管理と指導を行う。 

⑧ 収集データの統計学的分析（SPSS24.0 の活用）と関係者への指導を行う。 

 

（３）第 1回帰国後整理期間（2017 年 4月下旬） 

① データ分析の確認、およびレポート作成準備を行う。 

 

（４） 第 2回現地業務期間（2017 年 5 月中旬～2017 年 5 月下旬） 

①  ベースライン調査報告書を作成し、C/P 機関に提出し、説明する。 

② 現地業務完了に際し、現地業務結果報告書（英文）を作成し、C/P 機関に提出し、報

告する。 

③ JICA 人間開発部、ソロモン支所に現地業務結果報告書（和文・英文）を提出し、現

地業務結果を報告する。 

 

（５）帰国後整理期間（2017 年 5月下旬） 

専門家業務完了報告書（和文）を作成し、監督職員に報告する。 

 

８．成果品等 

業務の実施過程で作成、提出する報告書等は以下のとおりとし、電子データで提出する

ものとする。なお、本契約における成果品は、専門家業務完了報告書とする。 

（１）業務計画書（和文） 

現地派遣期間中に実施する業務内容を関係者と共有するために作成。業務の具体的内容

（案）などを記載。 

 

（２）業務ワークプラン 

現地派遣期間中に実施する業務内容を関係者と共有するために作成。業務の具体的内容

（案）などを記載。 

 

（３）現地業務結果報告書  

派遣終了時。和文及び英文。 

 

（４）専門家業務完了報告書 

  ベースライン調査報告書を含む。 

 

９．見積書作成に係る留意点 

本公示の積算を行うにあたっては、「コンサルタント等契約における見積書作成ガイドライン」

（http://www.jica.go.jp/announce/manual/guideline/consultant/quotation.html）を参照

http://www.jica.go.jp/announce/manual/guideline/consultant/quotation.html
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願います。留意点は以下のとおり。 

（１）航空賃及び日当・宿泊料等 

航空賃及び日当・宿泊料等は契約に含みます（見積書に計上して下さい）。 

航空経路は、日本⇒ポートモレスビー/シドニー/ブリスベン/シンガポール/ソウル⇒ホ

ニアラ⇒ポートモレスビー/シドニー/ブリスベン/シンガポール/ソウル⇒日本を標準とし

ます。 

 

１０．特記事項 

（１）業務日程／執務環境 

① 現地業務日程 

７．業務の内容記載の派遣期間に応じて提案してください。但し、派遣期間は 2017 年

2 月上旬から 5月下旬とし、現地 M/M、国内 M/M、渡航回数は２．契約予定期間等に記載

の数値を上限とします。 

② 現地での業務体制 

本業務に係る現地プロジェクトチームの構成（長期専門家）は以下のとおりです。 

・チーフアドバイザー 

・業務調整/ヘルスプロモーション 

③ 便宜供与内容 

ア）空港送迎 

便宜供与あり 

イ）宿舎手配 

便宜供与あり 

ウ）車両借上げ 

国内の移動についてはプロジェクト事務所にて手配 

エ）通訳傭上 

なし 

オ）現地日程のアレンジ 

なし 

カ）執務スペースの提供 

保健省内における執務スペース提供（ネット環境完備） 

 

（２）参考資料 

本業務に関する以下の資料を当 JICA 人間開発部保健第二グループ保健第三チーム

（TEL:03-5226-9163）にて配布します。 

・ソロモン国マラリア対策システム強化プロジェクトフェーズ 2事業完了報告書（和文） 

・本プロジェクト R/D、PDM、PO 

・その他ソロモン国保健分野関係資料（National Health Strategic Plan 2016-2020、

他） 

以下の資料は JICA ホームページに掲載されています。 

・事業事前評価表（https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2015_1500303_1_s.pdf） 

・案件概要表 

（ http://gwweb.jica.go.jp/km/ProjDoc127.nsf/VW02040104/F5F3172350974C2349257F6

8000DF1C0/$FILE/案件概要表.pdf） 

 

（３）その他 

① 業務実施契約（単独型）については、単独（1名）の業務従事者の提案を求めている

制度ですので、複数の業務従事者によるプロポーザルは無効とさせて頂きます。 

② 開発途上国でのフィールド調査、SPSS の活用を含む統計分析経験が必須です。 

https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2015_1500303_1_s.pdf
http://gwweb.jica.go.jp/km/ProjDoc127.nsf/VW02040104/F5F3172350974C2349257F68000DF1C0/$FILE/案件概要表.pdf
http://gwweb.jica.go.jp/km/ProjDoc127.nsf/VW02040104/F5F3172350974C2349257F68000DF1C0/$FILE/案件概要表.pdf
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③ 現地業務に先立ち外務省海外旅行登録「たびレジ」に登録すること。 

現地業務期間中は安全管理に十分留意してください。現地の治安状況については、

JICA ソロモン支所などにおいて十分な情報収集を行うとともに、現地業務の安全確

保のための関係諸機関に対する協力依頼及び調整作業を十分に行うこととします。

また、同支所と常時連絡が取れる体制とし、特に地方にて活動を行う場合は、現地

の治安状況、移動手段等について同支所と緊密に連絡を取る様に留意することとし

ます。また現地業務中における安全管理体制をプロポーザルに記載してください。 

④ 90 日を超える派遣においては、公用旅券での入国が必要となります。 

⑤ 本業務の実施にあたっては、「JICA 不正腐敗防止ガイダンス（2014 年 10 月）」

（http://www2.jica.go.jp/ja/odainfo/pdf/guidance.pdf）の趣旨を念頭に業務を

行うこととします。なお、疑義事項が生じた場合は、不正腐敗情報相談窓口または

JICA 担当者に速やかに相談してください。 

 

 

以上 

 

http://www2.jica.go.jp/ja/odainfo/pdf/guidance.pdf

